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第第2424回嶺南地域流域検討会回嶺南地域流域検討会

～早瀬川水系の河川整備計画（原案）について～～早瀬川水系の河川整備計画（原案）について～

資料－1

平成平成2222年年22月月22日日

・ 早瀬川水系にかかるこれまでの審議経過

・ 氾濫解析の再計算によるトンネル放水路規模の見
直しについて

・ 早瀬川水系河川整備計画（原案）について

・ 費用対効果（B／C）について

・ 住民意見の聴取について
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早瀬川水系にかかるこれまでの審議経緯

第7回検討会 H16.11.1

第8回検討会 H17.2.2

第9回検討会 H17.3.29

第12回検討会 H18.3.30

第13回検討会 H18.8.17
～

第16回検討会 H19.9.6

・現地視察
・早瀬川水系の現状と課題、目指すべき方向性について

・第７回検討会の質問への回答

・治水に関する基本事項について
（基本高水、治水対策手法）

第21回検討会 H20.8.11

・治水対策の検討（湖の氾濫解析）

・環境への影響について
湖内の流下水素巻上げｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
海域シミュレーション

・利水と環境に関する基本事項について （正常流量）

22

第22回検討会 H21.3.19 ・環境への影響について

第23回検討会 H21.10.19 ・環境改善の取り組みについて
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氾濫解析の再計算による
トンネル放水路規模の見直しについて

444444

【検討会当日の回答】
下流域の定数は、鳥浜地点上流域にて検証された定数により設

定している。

また、氾濫解析においては各流域からの流入量に湖面への降雨

量を含め計算している。流出および氾濫解析モデルについては湖

の観測水位との相違を確認して、全体的な精度を検証している。

【廣部委員の意見】

鳥浜地点下流域における流出モデルの定数設定方法と、氾濫解

析における湖面への降雨の扱いについて説明してほしい。

第22回検討会（H21.3.19)

■氾濫解析の再計算によるトンネル放水路規模の見直し
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■湖への流入量（流域からの流出量）の計算

久々子湖

水月湖

三方湖

菅湖

流域分割図 流出・氾濫解析モデル

①～⑪
鰣川上流

⑬ ⑫

⑭
⑮

⑯

流出計算により流域
（山地、平野部）の流
出率等の定数を設定

従来

湖に降った降雨も
流域の流出率等
を考慮して湖に流
入する条件として
いた

見直し

湖に降った降雨は直
接湖に流入させ、湖
以外に降った降雨は
流域の流出率等を
考慮して湖に流入す
る条件とした
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昭和57年8月型 W=1/30 の降雨波形

■湖への流入量（流域からの流出量）の計算
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湖への流入量（境界流量）の比較湖への流入量（境界流量）の比較
(昭和57年8月型 W=1/30)
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⑯久々子湖流入ハイドロ(見直し)

⑯久々子湖流入ハイドロ(従来)

境界流量ハイドログラフ(久々子湖)
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⑮水月湖流入ハイドロ(見直し)

⑮水月湖流入ハイドロ(従来)

⑭菅湖流入ハイドロ(見直し)

⑭菅湖流入ハイドロ(従来)

境界流量ハイドログラフ(水月湖、菅湖)
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⑬三方湖左岸流入ハイドロ(見直し)

⑬三方湖左岸流入ハイドロ(従来)

⑫三方湖右岸流入ハイドロ(見直し)

⑫三方湖右岸流入ハイドロ(従来)

境界流量ハイドログラフ(三方湖)

降雨前半の
流入量は増加

降雨後半の
流入量は減少
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評価：湖への総流出量は増加するが、その影響は降雨前期にず
れ、降雨後半に迎える湖水位のピークは下がる結果となる。

流入量（境界流量）の見直しによる流入量（境界流量）の見直しによる
水位ハイドロ比較水位ハイドロ比較

(昭和57年8月型、W=1/30、トンネル放水路案)
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50久々子湖(見直し)

50久々子湖(従来)

潮位

久々子湖水位ハイドログラフ

治水対策目標水位 1.0m

水位はT.P.(東京湾中等潮位)表示

従来 見直し 従来 見直し
1.00 0.92 0.87 0.08 0.13

目標水位と
計算水位との差(m)

計算水位ピーク(m)
治水対策
目標水位

(m)
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治水対策目標水位 1.0m

治水対策目標水位 1.3m

従来 見直し 従来 見直し
1.00 1.00 0.97 0.00 0.03

治水対策
目標水位

(m)

計算水位ピーク(m)
目標水位と

計算水位との差(m)

従来 見直し 従来 見直し
1.30 1.13 1.11 0.17 0.19

治水対策
目標水位

(m)

計算水位ピーク(m)
目標水位と

計算水位との差(m)

水位はT.P.(東京湾中等潮位)表示
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評価：氾濫解析モデルの検証(平成17年8月13日の実績洪水 )で
は、計算値と実観測値との整合は水位上昇の立ち上がり
部など、全体的に良くなる。

流入量（境界流量）の見直しよる流入量（境界流量）の見直しよる
水位ハイドロ比較水位ハイドロ比較

(平成17年8月13日実績洪水での検証 )
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トンネル放水路規模 ： 190m190m33/s /s → 180m180m33/s/s

■トンネル放水路規模の見直し

約 10m 

約
1
0m

 

トンネル放水路断面

14141414

早瀬川水系河川整備計画（原案）について
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■早瀬川水系河川整備計画(原案)の構成

１.早瀬川水系の概要

1.1 流域及び河川の概要

1.2 治水事業の沿革

２.早瀬川水系の現状と課題

2.1 治水に関する現状と課題

2.2 利水に関する現状と課題

2.3 河川環境に関する現状と課題

３.河川整備計画の目標に関する事項

3.1 河川整備計画の対象区間

3.2 河川整備計画の対象期間

3.3 河川整備計画の目標

3.4 河川整備計画の適用

４.河川の整備の実施に関する事項

4.1 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の

施行により設置される河川管理施設の機能の概要

4.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所

4.3 その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

16161616

２．早瀬川水系の現状と課題
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・これまでの改修により一定の整備効果はあるものの、十分な安
全度を有しているとは言えない。

・特に、早瀬川～三方湖にかけては、平成11年8月の大雨で被害
が発生しているため、浸水被害の防止に向けた計画的な整備が
必要。

2.12.1 治水治水に関する現状と課題

2.1.1 洪水対策

・水位・雨量の河川情報の常時提供、水位計の設置、洪水ハ
ザードマップの作成支援等を行っている。

・想定以上の洪水に対しても、被害の軽減や、迅速・安全な避難
体制の確保のため、自治体、住民との連携強化が必要。

2.1.2 危機管理

平成11年8月

の浸水状況

平成11年8月

の浸水状況

２．早瀬川水系の現状と課題２．早瀬川水系の現状と課題
治 水

18181818

・鰣川の既得水利は、農業用水として最大で約2.3m3/s。
・水量は経年的に安定しており、過去に渇水被害は発生していない。
・今後とも、良好で適正な水利用ができるよう、水管理に努める必
要がある。

2.2.1 水利用の状況

2.22.2 利水利水に関する現状と課題
２．早瀬川水系の現状と課題２．早瀬川水系の現状と課題

利 水



19191919

・良好な自然環境のもと、固有な特色をもつ魚類等を含めた多種
多様な動植物の生息・生育が確認されているが、それら重要種
の減少、水草帯の減少、鳥類飛来数の減少、漁獲量の減少、外
来魚の繁殖等、かつてと比べると環境が変化してきている。

・動植物の良好な生息・生育・繁殖の場を保全・再生するための取
り組みが重要。

2.3.1 動植物の生息・生育

・三方湖において、経年的に環境基準値を超過。
・今後も、水質改善に向け関係機関と連携した取り組みが重要。

2.3.2 水質

2.32.3 河川環境河川環境に関する現状と課題
２．早瀬川水系の現状と課題２．早瀬川水系の現状と課題

環 境

20202020

・観光遊覧船の就航、ボート競技、湖畔広場でのバザー、釣り、散
策、サイクリング等で河川空間が利用されている。

・今後も、貴重な水辺空間の保全が重要。

2.3.2 河川空間の利用

・久々子湖では石組護岸を整備
・三方湖では水生植生帯護岸（なぎさ護岸）を整備
・その他、地元自治体や愛護団体により、ふゆみずたんぼ、水田魚
道、野菜くずの堆肥化システム構築等の取組みがなされている。

2.3.3 環境改善にかかる取組み

久々子湖の漕艇場

2.32.3 河川環境河川環境に関する現状と課題
２．早瀬川水系の現状と課題２．早瀬川水系の現状と課題

環 境
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３．河川整備計画の目標に関する事項

22222222

早瀬川水系の法定河川の全ての区間のうち、湖周辺の浸水被害
を軽減するため、計画的に河川工事を実施するのは、早瀬川～
三方湖の区間とする。

3.13.1 河川整備計画の対象区間河川整備計画の対象区間
３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項

3.23.2 河川整備計画の対象期間河川整備計画の対象期間
概ね３０年

計画的に工事を実施する区間

法 定 河 川

河川名 河川延長

早瀬川 0.245km 

久々子湖 7.858km 

浦見川 0.628km 

水月湖 10.38km 

菅湖 4.35km 

三方湖 10.852km 

鰣川 9.323km 

高瀬川 1.73km 

計
画
的
に
河
川
工
事
を

実
施
す
る
区
間
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・住家等への氾濫の恐れがある久々子湖、水月湖、三方湖周辺に

ついて、概ね30年に1回程度発生する降雨による洪水に対応。

・その他の河川については、一定の整備効果が現れているため、

現在の治水安全度を確保されるよう、維持管理を行う。

3.33.3 河川整備計画の目標河川整備計画の目標
３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項

治 水

3.3.1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する目標

24242424

・河川の適正な利用及び流水の機能の維持に関して、関係機関や

地域住民等と連携し、適正な水管理に努める。

・渇水時における情報提供、伝達に努め、水資源の合理的な利用

を図るとともに、流水の正常な機能の維持に努める。

3.33.3 河川整備計画の目標河川整備計画の目標
３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項

3.3.2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

利 水
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・治水や河川利用との調整を図り、関係機関と連携・調整しなが

ら自然環境の保全・再生・湖の水質向上に努めるとともに、これ

ら河川環境の適正な利用を維持していく。

・河川情報の共有、環境教育等の充実、住民参加による河川清

掃、河川愛護活動等の支援に努める。

3.33.3 河川整備計画の目標河川整備計画の目標
３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項

3.3.3 河川環境の整備と保全に関する目標

環 境

26262626

本整備計画は、計画策定後の災害発生状祝や流域の開発計

画等の社会情勢の変化、ならびに、地域の意向等を適切に反

映できるよう、適宜、その内容について点検し、必要に応じて計

画の見直しを行う。

3.43.4 河川整備計画の適用河川整備計画の適用
３．河川整備計画の目標に関する事項３．河川整備計画の目標に関する事項
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４．河川の整備の実施に関する事項

28282828

・早瀬川～三方湖の区間において、湖水位上昇による浸水被害

を防ぐため、水月湖から世久見湾に放流するトンネル放水路を

建設する。

・計画高水位より低い湖岸堤について嵩上げを行う

・計画高水位より低い主要道路について嵩上げを行う。

・その他の河川については、現状の流下能力を確保するため、

適正な維持管理に努める。

4.14.1 河川工事河川工事のの目的、種類目的、種類およびおよび施行施行のの場所並場所並びにびに当該当該

河川工事河川工事のの施行施行によりにより設置設置されるされる河川管理施設河川管理施設のの概要概要

４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項
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早瀬川水系計画高水流量および計画高水位図

4.14.1 河川工事河川工事のの目的、種類目的、種類およびおよび施行施行のの場所並場所並びにびに当該当該

河川工事河川工事のの施行施行によりにより設置設置されるされる河川管理施設河川管理施設のの概要概要

４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

単位：m3/s
T.P.：東京湾中等潮位
■：計画基準点
( )書き：計画高水位

 

海山

早瀬川 浦見川 瀬戸 鰣川 
久々子湖 三方湖 

菅湖 

日
本

海
 

高瀬川 

(T.P.+1.00m) 405 

鳥
浜 

■ 

■ 水月湖

 

放
水 
路 

180

  

単位：m3/s
T.P.：東京湾中等潮位
■：計画基準点
( )書き：計画高水位

3030

約 10m 

約
10

m
 

トンネル放水路の位置図および断面図

トンネル放水路
（約９５０ｍ）

4.14.1 河川工事河川工事のの目的、種類目的、種類およびおよび施行施行のの場所並場所並びにびに当該当該

河川工事河川工事のの施行施行によりにより設置設置されるされる河川管理施設河川管理施設のの概要概要

４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項
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湖岸堤嵩上げ 、
道路嵩上げ箇所の位置図

4.14.1 河川工事河川工事のの目的、種類目的、種類およびおよび施行施行のの場所並場所並びにびに当該当該

河川工事河川工事のの施行施行によりにより設置設置されるされる河川管理施設河川管理施設のの概要概要

４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

湖岸堤嵩上げ

湖岸堤嵩上げ

道路嵩上げ

湖岸堤嵩上げ
湖岸堤嵩上げ

治水対策目標水位 

湖岸堤嵩上げイメージ

32323232

①河川管理施設の維持管理

・機能維持のため河川管理施設の巡視・調査・点検を行い、適

宜、復旧・修繕等を行う。

・トンネル放水路については、トンネル坑内や管理施設等の計

測・点検等を行い、機能維持に努める。

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

4.2.1 河川の維持の目的

・治水・利水・環境の観点から調和のとれた機能の維持を目的と
する。

4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

（１） 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する維持管理
治 水
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②河道の維持管理
・堆積土砂の浚渫や伐木等の維持管理にあたっては、河川環

境への影響に配慮しつつ計画的に行う。

③防災機能の充実
・危機管理体制の充実を図る。
・水位や雨量の観測データを的確にわか

りやすく、地域住民等に提供していく。
・地域住民の防災意識の向上を図るため、

防災情報の周知、防災教育・訓練の実
施等を行う。

・水防団等との情報交換ならびに警戒避
難体制の充実により水防体制の強化、
被害の防止・軽減に努める。

三方湖水位観測所
（田井地先）

平成21年度設置

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（１） 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する維持管理
4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

治 水

34343434

①水量の管理①水量の管理
・流量観測等により水量を把握する。・流量観測等により水量を把握する。
・慣行水利権については、取水施設の改築時等に許可水利権・慣行水利権については、取水施設の改築時等に許可水利権

への変更を進める。への変更を進める。
・渇水に対しては、定期的に関係水利使用者との情報交換や・渇水に対しては、定期的に関係水利使用者との情報交換や

意見交換を行うとともに、渇水意見交換を行うとともに、渇水
時には、渇水による影響の軽時には、渇水による影響の軽
減を図るため、円滑な渇水調減を図るため、円滑な渇水調
整に努める。整に努める。

②許可工作物の設置等への対応
・占用工作物については、施設

管理者に適正な運営・点検・
修理等について指導を行う。

流量観測状況（鰣川）

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（２） 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の確保のための維持管理

4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

利 水
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①水質の保全
・河川水の利用や動植物の生息・生育環境、漁業をはじめとし

た地域産業の基盤となる水環境が保全されるよう、水質の監
視を行なうとともに、必要に応じて関係機関と連携して水質
保全・改善対策を行う。

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（３） 河川環境の整備と保全に関する維持管理
4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

環 境

・水質事故等の発生時には情報把
握に努め、関係機関と協力して、
被害の拡大を防止するため、速
やかに処理を実施するよう事故
原因者に指導を行う。

水質事故対応状況
（※イメージ）

36363636

②動植物の生息・生育・繁殖地の保全
・動植物の生息・生育・繁殖状況の把握に努め、河川工事に際

しての配慮事項などを検討する上での基礎資料とする。

・外来種については、関係機関と連携して対応する。

・トンネル放水路の整備にあたっては、湖内硫化水素の巻き上
げや海域への濁りの流出による環境への影響が懸念される
ため、環境調査の結果等を踏まえ学識経験者の助言を受け
ながら、環境への影響が極力小さくなるように努める。

・横断工作物について、必要がある時は施設の改築の時期に
あわせ管理者と協議した上で、魚道の設置・改善等に関する
指導・調整を図り、上下流の連続性の確保に努める。

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（３） 河川環境の整備と保全に関する維持管理
4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

環 境
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②動植物の生息・生育・繁殖地の保全

・三方五湖の健全な水辺生態系の再生を図ることを目的とし
た「三方五湖水辺生態系再生研究」における研究成果や、
三方五湖の損なわれた生態系、自然環境を取り戻すことを
目的とした「三方五湖自然再生協議会」での検討成果等に
より得られる知見をもとに、関係機関と連携して動植物の
生息・生育・繁殖の場である自然環境の保全・再生に努め
る。

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（３） 河川環境の整備と保全に関する維持管理
4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

環 境

東京大学と共同した

水辺生態系再生研究

（若狭町HPより）

38383838

③人と河川の豊かなふれあいの確保
・自然豊かな河川とのふれあい・体験学習の場としての利用

が促進されるよう、利用者のニーズの把握に努める他、地
域の歴史・文化についても尊重した整備を行うよう配慮す
る。

・新たな工作物の設置や既存の工作物の改築の際には、河
川環境に対する配慮がなされるよう指導を行う。

・良好な河川環境を維持していくために、地域住民の河川愛
護精神を啓発するとともに、河川内の不法投棄を防止する
ための河川巡視を行い、必要に応じゴミ投棄防止に関する
看板の設置等の対応を講じる。

4.24.2 河川の維持の目的、種類及び施行の場所河川の維持の目的、種類及び施行の場所
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

（３） 河川環境の整備と保全に関する維持管理
4.2.2 河川の維持の種類及び施行の場所

環 境
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・治水・利水・環境それぞれの分野において、積極的に関係機

関、地域住民との連携を図る。

・治水面では、関係機関との情報を交換し合うなど、相互の協力

体制を維持する。また、水害に対する地域住民の認識を高め

るため、防災情報の伝達等の危機管理施策について、若狭町、

美浜町と協働して取り組む。

・利水面では、河川流量が少なくなった場合に、関係機関および

地域住民と協働して渇水時の対応を行う。

4.3 その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項4.34.3 その他河川その他河川のの整備整備をを総合的総合的に行うためにに行うために必要必要なな事項事項
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

4.3.1 関係機関・地域住民との協働

40404040

・環境面では、住民参加による河川美化活動を推進するなど、地

域住民と協働して良好な河川環境の保全に努めるとともに、河

川愛護精神の啓発に取り組む。

また、地域住民と積極的に意見交換し、協働して川づくりを進め

ていく。

住民参加による河川美化活動

4.34.3 その他河川その他河川のの整備整備をを総合的総合的に行うためにに行うために必要必要なな事項事項
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

4.3.1 関係機関・地域住民との協働
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集中豪雨による水害の防止など、早瀬川水系における課題を

解決していくためには、治山や林業による山の荒廃防止、開発

行為等による雨水流出の増大や土砂流出等の抑制・防止、保

水力の高い山林の再生など、流域一体となった総合的な対策

が必要であることから、道路・砂防・治山・水産・林業・都市計画

等、河川以外の部局とも連携し、若狭町や美浜町とも協力しな

がら総合的な河川整備を目指す。

4.34.3 その他河川その他河川のの整備整備をを総合的総合的に行うためにに行うために必要必要なな事項事項
４．河川の整備の実施に関する事項４．河川の整備の実施に関する事項

4.3.2 他施策との連携

42424242

費用対効果（B／C）について



●費用対効果とは

事業の投資効率性（事業効果に対して
投資が妥当であるか？）を評価する指
標のひとつ。準拠基準は「治水経済調
査マニュアル（案）H17.4国土交通省河
川局」

費用
便益
(お金)

貨幣価値に換算

■費用対効果（B／C）の算定

放水路
の建設

●便益の考え方
被害○億円 被害解消

4343被害の軽減額を便益として評価
トンネル放水路、湖岸堤嵩上げ等により浸水被害が軽減

4444

1/30規模洪水の浸水区域図

B
総便益 = 浸水被害の軽減額

C
総費用 = 建設費+維持管理費

（50年分）

B/C ＝ １．１２

■費用対効果（B／C）の算定
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住民意見の聴取について

464646464646

■住民説明会の内容

・早瀬川水系河川整備計画（原案）について

日 時 平成22年2月25日（木）
午後7時～

場 所 三方青年の家
三方上中郡若狭町鳥浜

■住民説明会の案内周知方法

・流域内等の各世帯へ案内チラシ回覧
・関係団体への案内資料送付
・その他、ホームページ掲載およびケーブルテレビでの広報

三方青年の家

■住民説明会の開催日時、場所

１．住民説明会の開催
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２．河川整備計画（原案)の閲覧

閲覧場所 ： 嶺南振興局（敦賀合庁）・敦賀土木事務所

若狭町役場・美浜町役場

３．アンケート調査

住民説明会に出席された方、河川整備計画（原案）資料の

閲覧をされた方を対象に、アンケート調査を実施。

４．メールによる意見募集

ホームページに河川整備計画（原案）を掲載し、メールによる

意見を募集する。

受付アドレス： seibikeikaku@pref.fukui.lg.jp

4848484848484848

終


